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マイクロ波 CT による画像診断において短時間で簡易 CT 画像を高速計算する手法を考案する。

マイクロ波 CT とは測定対象物に向けて外部からマイクロ波を照射し、物体内部で散乱されるマイ

クロ波を測定対象物の周囲で受信して散乱波の複素振幅の空間分布データから物体内部の誘電率分

布をCT画像として再構成する画像診断法である。医療画像診断 (乳癌・肺癌・脳や心臓の血流等) や

食品・工業製品検査などの用途に注目されており、実用化に向けた研究開発が進められている。乳

がんマイクロ波 CT において 3 次元 CT 画像を計算する場合、高性能ワークステーションを用いて

も連続計算時間が数週間も要する。精密な乳房内部の CT 画像計算とは別に、診察現場で即座に簡

易 CT 画像を得るための工夫が求められている。本研究では乳がんマイクロ波 CT において複数の

照射周波数を用いることで、がん組織の位置形状を大まかに撮像する簡易 CT 画像の計算の手法を

考案する。照射周波数 1～6 GHzを用いる場合、乳房内(比誘電率 5)における波長はλ=13 cm～2 cm

に波長短縮される。乳がんの早期診断において直径2mm, 比誘電率50の乳癌組織を撮像する場合、

この直径はλ/65~λ/10という小さい値である。マイクロ波 CTではλ/10程度までの小さい高誘電

率の部位が撮像できるので、長波長の 1 GHzを用いた場合には癌組織を捉えることはできず、短波

長の 6 GHzを用いた場合には複素振幅のデータに癌組織の位置形状の情報が反映される。右下の図

は FDTD を用いて乳がんマイクロ波 CT における電磁波伝播をシミュレーションした結果である。

短波長 6GHz の場合には、散乱電場に

よる干渉縞が乳房表面（直径 16cm）に

おいて現れており、CT画像の再構成に

おいて癌組織を捉えられる。このように

撮像したい対象物のサイズに応じて照

射周波数を適切に選択することで、両者

の複素振幅データの相違に基づいて簡

易再構成を計算処理することで素早く

CT画像を得る方法を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1GHz(左)と 6GHz (右)における乳房内の電磁波

伝播の様子。実線が癌組織、破線が乳房の各断面。 
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